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株式会社 構造ソフト

開会のご挨拶



株式会社 構造ソフト

内容概略

1 「BUILD.耐診RC」エクスポート

2 「POWER-直接基礎Ⅱ」エクスポート

3 「BUILD.耐診S造/2011年版」エクスポート

4 「POWER-小梁Ⅱ」エクスポート

本日の説明会の内容

1 開会のご挨拶 代表取締役社長 原 泰紀

2 「BUILD.一貫Ⅵ」2025年9月までに拡張された内容 開発部 竹ノ谷 幸宏

3 「BUILD.一貫・基礎オプション」（直接基礎）について 開発部 竹ノ谷 幸宏

4 「BUILD.一貫VI」のよくあるご質問 開発部 竹ノ谷 幸宏

5
今後の拡張予定
2025年版 技術基準解説書改定について
「鉄筋コンクリート構造保有水平耐力計算規準・同解説」について

開発部 竹ノ谷 幸宏

6 閉会のご挨拶 代表取締役社長 原 泰紀



株式会社 構造ソフト

本日の説明会にご参加いただいた方への特典

• 「BUILD.一貫・基礎オプション」（現在の「杭一体解析オプション」に直接基礎対応機
能を付加した製品）のベータ版を提供

①ライセンスを設定させていただきました。

「BUILD.一貫Ⅵ」のプログラムを更新いただくと試用できます。

②試用期限（無償期間）

2025年10月14日まで

2025年10月28日まで（前回、3月の説明会にもご参加いただいたお客様）
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「BUILD.一貫Ⅵ」で
2025年9月までに
拡張された内容



株式会社 構造ソフト

種類 拡張内容

1 1.02 計算 技術基準の付録1-2の計算例に記載されている露出型柱脚の「アンカーボルトの定着の検討」に対応

2 1.03 出力 計算書の「偏心率」において、「建物の主軸の角度」の出力を追加

3 計算 緩勾配屋根の積雪後降雨による積雪荷重の割り増しの考慮に対応

4 操作 リボンメニューの[設定]-[環境設定]において、ワークファイルのフォルダ設定に対応

5
出力 「メッセージ一覧表示」画面において、メッセージ行を選択した時に、該当する部材を伏図・軸組図上でハイライト表示に

対応 （対象は大梁、柱、壁、ブレース）

6 入力 片持ち床を選択してから編集する機能に対応

7 1.04 計算 断面計算において、露出型柱脚の二軸曲げの検討に対応

8
出力 計算結果のCSV 出力において、「保有水平耐力計算時の増分解析の層せん断力－層間変形角関係」の値の出力に

対応

9
出力 計算書の「地震力建物重量」において柱自重と基礎自重を別の項目として出力

（「BUILD.一貫・杭一体解析オプション」）

10 出力 計算結果のCSV出力に基礎に関する項目を追加（「BUILD.一貫・杭一体解析オプション」）

11 出力 伏図において荷重伝達線と床ハッチングの同時描画に対応

12 出力 「建物３Ｄ表示」でフレーム毎に表示する機能

13 1.05 出力 追加荷重3D 表示の対応
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株式会社 構造ソフト

8
拡張内容

14 出力 計算結果の図化表示（3D）において、支持マーク、および、柱と梁の剛域の表示に対応

15 出力 「入力データを開く」画面において、物件のプレビュー表示に対応

16
1.07 計算 旭化成建材株式会社・岡部株式会社製の「ベースパック」「セレクトベース」においてCFT柱に組み合わせた場合の検討

に対応

17 計算 旭化成建材株式会社・岡部株式会社製の「CFT 柱専用のベースパック」のNT-CF3シリーズに対応

18 1.07 入力 入力項目ツリーの[断面計算結果出力指定]で従来の表入力に加えてマウス入力も行えるように拡張

19 操作 リボンメニューの[設定]-[伏・軸組図表示設定]に[計算条件表示]タブを追加

20 入力 入力項目ツリーの[部材リスト]-[S]-[柱脚]おいて、一般露出型柱脚のリブプレート材料入力に対応

21 入力 入力項目ツリーの[部材配置]-[床・小梁の入力]において、小梁を選択してから編集する時に、小梁符号の変更に対応

22 操作 「メッセージ一覧表示」において、右クリックによるポップアップメニューでセルの内容をクリップボードにコピーできるように拡張

23 計算 鋼管杭の杭支持力算定式において、工法で埋め込みを選択できるように拡張

24
1.09 計算 北越メタル株式会社・株式会社コーテックス社製の高強度せん断補強筋「UHYフープ」を「SABTEC 評価18-01」に準

じた計算に対応

25 出力 伏図において平面形状変更を行う時に、変更している軸名と節点移動量の表示/非表示の選択に対応

26
入力 入力項目ツリーの[断面計算結果詳細出力指定]と[断面計算・保有水平耐力計算しない部材]で従来の表入力に加

えてマウス入力も行えるように拡張
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株式会社 構造ソフト

8
拡張内容

27 1.09 計算 入力項目ツリーの[部材リスト]-[壁]のコシ・タレ・ソデ壁のスリット指定で三方開口際左右（SU、SD）に対応

28 入力 対話入力において、一度配置した壁開口を別の位置に配置する時に、壁開口符号による配置に対応

29 出力 伏図および軸組図において、横補剛位置および継手位置を表示できるように拡張

30
計算 JFE シビル株式会社製の「二重鋼管座屈補剛ブレース」の以下の新仕様に対応

【耐震用「BCJ 評定-ST0010-06」／制振用「BCJ 評定-ST0198-03」】

31 1.11 計算 コトブキ技研工業株式会社製「ジャストベース（JEII 型）」の「新評定N タイプ（BCJ 評定-ST0153-08）」に対応

32 出力 伏図および軸組図、建物3D 表示において、柱脚を表示できるように拡張

33 出力 伏図および軸組図において、柱と大梁の色を「S」と「RC・SRC」で別々に設定できるように拡張

34 入力 対話で入力データを保存する時に、各入力コード名の上の行に項目名をコメントとして出力できるように拡張

35 出力 伏図において、床組符号と床符号の同時表示に対応

36 計算 分離モデルにおいて、部分地下がある物件の計算に対応

37
入力 入力項目ツリーの[部材リスト]-[S]-[柱脚]において、既製品露出柱脚の一部のテキストボックスをダブルクリックすること

で入力補助図を表示できるように拡張

8



株式会社 構造ソフト

8
拡張内容

38 1.11 入力 追加荷重入力において、複数の荷重番号を同時に入力できるように拡張

39
出力 リボンメニューの[設定]-[伏・軸組図表示設定]の[計算条件表示]タブから、入力した情報を伏図や軸組図で常に表示

できるように拡張

40 入力 従来の表入力に加えてマウス入力も行えるように対応

41 1.15 操作 リボンメニューの[ファイル]-[最近使用したデータの一覧]から不要なデータを削除できるようにしました

42
操作 リボンメニューの[設定]-[伏・軸組図表示設定]で、伏図で設定した色を軸組図（またはこの逆）にコピーできるようにし

ました

43 1.16 入力 旭化成建材株式会社製のＳ造柱はり接合工法「ファブラックスDS」に対応しました

44
入力 Ｓ大梁で、左端と右端にそれぞれ異なる継手符号を入力できるようにしました

入力項目ツリーの[部材リスト]-[Ｓ]-[大梁]（テキスト入力では建物データの[GMD1]）

45
入力 Ｓ大梁で、継手部母材の検討断面を「自動」「中央断面」「端部断面」から選択できるようにしました

入力項目ツリーの[部材リスト]-[Ｓ]-[大梁]（テキスト入力では建物データの[GMD1]）

46
入力 対話入力で一つの梁に複数の片持ち床を配置できるようにしました

入力項目ツリーの[部材配置]-[片持ち床]

47
計算 アイエスケー株式会社製の「ISベース」の「BCJ評定-ST0282-02」に対応し、以下の６型式を追加しました

【SP203／SP705／SH706／SHU706／HH4030／HH4031】

48 出力 「パネルゾーン応力」「パネルゾーン耐力」をCSVに出力できるようにしました

49 作図 確認申請形式計算書の「伏図」「軸組図」に横補剛位置／継手位置を描けるようにしました
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8
拡張内容

50 1.17 出力 「BUILD.耐診RC」シリーズにリンクできるようにしました

51 出力 「BUILD.耐診S造/2011年版」にリンクできるようにしました

52
入力
計算

「BUILD.耐診RC」シリーズおよび「BUILD.耐診S造/2011年版」にリンクするデータを作成する時に使用できる、耐震
診断関係の入力（テキスト入力、対話入力）に対応しました。なお、別途「BUILD.耐診/耐震補強オプション
（BUILD.一貫Ⅵアドオン）」をインストールすることで耐震補強関係の入力（テキスト入力）に対応することができます

53 操作 ナビゲータウィンドウに耐震診断関係の入力項目の表示の有無を設定できるようにしました

54
1.18 出力 「メカニズム時の柱・壁軸力用倍率」がせん断耐力算出用であることがわかるように計算書を改善しました

（「部材特性の計算条件」部分）

55
出力 「POWER」シリーズにリンクできるようにしました

※ 別途「BUILD.一貫Ⅵ→POWERリンク（BUILD.一貫Ⅵアドオン）」をインストールする必要があります

56 作図 「建物3D表示」「追加荷重3D表示」でG.L.の色を設定できるようにしました

57 1.19 出力 「BUILD.3SⅡ」にリンクできるようにしました

58
1.20 入力 既製品柱脚の説明欄に適用できる柱サイズを記載しました

入力項目ツリーの[部材リスト]-[S]-[柱脚]

59 出力 「BUILD.DD2000」シリーズにリンクできるようにしました

60 出力 計算書に「ブレースの断面計算結果詳細出力」を出力できるようにしました

61 出力 「長期検定比図」に鉛直ブレースの長期検定比を出力できるようにしました

62
1.21 計算 SABTEC機構の指針による共英製鋼株式会社製の「キョウエイリングSD490」「キョウエイリング785」および「中段筋梁」

に対応しました
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種類 拡張内容

63 1.22 計算 架構計算用と地震力計算用で壁重量の伝達方法を別々に指定できるようにしました

64 計算 暴風時の剛性率・偏心率を計算しない指定を追加しました

65 表示 伏図・軸組図で大梁と柱の断面表を表示する機能を追加しました

66
計算 東京鉄鋼株式会社製の「パワーリング785」の「折り曲げフック（加工形状）」の指定に対応しました

（短期許容引張応力度、終局せん断耐力の計算）

67 計算 片持ち床に取りつく片持ち梁が同一化する節点にある場合に対応しました

68 1.23 出力 計算書に「梁、柱のヒンジ発生位置の直接入力」の出力を追加しました

69 出力 計算書の「フレーム外の雑壁の重量」の出力を改良しました

70
1.24 計算 旭化成建材株式会社・岡部株式会社製「セレクトベース」の以下の10型式に対応しました

35-4H35／35-4H41／35-8H35／35-8H38／35-8H41／40-4H38／40-4L51／40-8H35／
40-8H38／40-8H4

71 入力 大梁中央の付着割裂破壊の検討をしない指定ができるようにしました

72 入力 鉛直ブレースの断面計算結果の詳細出力をする部材を指定できるようにしました

73 入力 対話入力で保存するときにファイルに保存するコード名の順番をヘルプに記載の順番で保存できるようにしました

74
表示 伏図・軸組図・建物3D表示で既製品露出型柱脚の基礎柱とベースプレートの形状をメーカーのカタログに記載されたサ

イズから描くようにしました

75 出力 計算書に「RC造・SRC造接合部の計算条件」の出力を追加しました
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種類 拡張内容

76 1.24 出力 計算書に「技術基準による軸力制限の検討を行わない柱の指定」の出力を追加しました

77 出力 「BUILD.DD1」にリンクできるようにしました

78
1.25 表示 伏図・軸組図の「形状変更前の表示」で節点同一化元から節点同一化先に向かって矢印を表示する機能を追加しまし

た

79 表示 3D表示で出隅・入隅床の高さ方向の傾きに対応しました

80 1.26 計算 日鉄建材株式会社製の冷間成形角形鋼管「BCHT325TF」「BCHT385TF」に対応しました

81 計算 大梁の荷重項の計算において、固定端モーメントに剛域を考慮できるようにしました

82 表示 追加荷重3D表示において、部材をダブルクリックすることで追加荷重の詳細を表示できるようにしました

83 出力 「CADY-構造図」シリーズへリンクできるようにしました

84 1.27 計算 SABTEC機構の技術評価による第一高周波工業株式会社製の「Ｔヘッド定着工法」に対応しました

85 入力 入力データの読み込み、保存、その他一部動作の速度を改善しました

86 入力 対話入力の壁開口の編集画面で１箇所しか配置していない開口には変更時の注意メッセージを出さないようにしました

87
1.28 計算 板厚6mm未満の冷間成形角形鋼管柱において、冷間成形角形鋼管設計・施工マニュアルによる一部の検討を行わ

ないようにしました。

88 出力 確認申請形式計算書に剛床解除節点を伏図形式で確認できる出力を追加しました。

89 出力 確認申請形式計算書に開口タイプの凡例を追加しました。
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種類 拡張内容

90
1.28 計算 アイエスケー株式会社製の「ＩＳベース」の「BCJ評定-ST0282-03」に対応し、従来のSP／SPT／SH／SHUより

も回転剛性が小さいGシリーズの型式を追加しました。

91
計算 ＩＳベースが取り付く柱において、計算ルート1-2,2の柱脚の保有耐力接合判定を行う時に、ＩＳベース検討プログ

ラム（ＩＳＢＣＰ）に合わせて長期曲げモーメントと長期せん断力を考慮するようにしました。

92 入力 平面形状変更の回転移動で範囲指定が１列だけの場合に対応しました。

93 1.29 計算 沈下量の検討に対応しました。

94 入力 柱状図の入力を追加しました。（沈下量の検討に使用できます）

95 操作 入力データ（拡張子binp)をフォルダから画面へドラッグ＆ドロップすることでも開けるようにしました。

96
計算 「Ｔヘッド定着工法」の定着金物全長（LA）を1.2dで算出していましたが、1.0dで算出するようにしました。（dは

主筋の公称直径）

97 1.30 出力 確認申請形式計算書において、表の枠線の見た目を改善しました。

98 計算 許容応力度計算において、SRC規準によるSRC造柱梁接合部の検討を行えるようにしました。

99
計算 接合部の検討において、SRC造柱梁接合部の鉄骨パネルの板厚、材料、体積およびコンクリート部分の体積を指定

できるようにしました。

100 計算 保有水平耐力計算において、荷重増分解析を終了するステップを指定できるようにしました。

101
計算 北越メタル株式会社・株式会社コーテックス社製の高強度せん断補強筋「ＵＨＹフープ」を「GBRC性能証明第14-

28号改1」に準じて計算を行えるようにしました。
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種類 拡張内容

102
1.30 計算 高周波熱錬株式会社製の高強度せん断補強筋「ウルボン」を「BCJ評定-RC0220-07」に準じて計算を行えるよう

にしました。また、「評定CBL RC003-16号」に準じて２段目主筋のカットオフ必要付着長さを計算できるようにしま
した。

103
表示 マウス入力時に表示する断面リストに梁の配筋情報を追加しました。

・入力項目ツリーの[部材配置]-[大梁]
・入力項目ツリーの[部材配置]-[柱]
・入力項目ツリーの[部材配置]-[片持ち梁]

104 表示 伏図・軸組図で部材断面情報の表示

105 1.31 出力 計算書の「建築物重量・設計用層せん断力」において、床面積Aを出力するようにしました。

106 1.32 計算 S大梁のウェブ断面の有効率の指定を保有水平耐力計算には反映しないようにする設定を追加しました。

107 計算 全ての節点を剛床から外しても保有水平耐力計算ができるようにしました。

108
出力 計算書の「Ｄs算定時節点変位」「保有水平耐力時節点変位」において、重心節点の変位を出力するようにしまし

た。

109 出力 旭化成建材株式会社・岡部株式会社製「セレクトベース」「ベースパック」の評定番号を更新しました。

110
1.33 計算 一般露出型柱脚、根巻型柱脚、埋込型柱脚で建築構造用転造ねじアンカーボルトABR400、ABR490のM18に

対応しました。

111 出力 保有水平耐力計算の入力内容の一覧を出力する項目を増やしました。
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種類 拡張内容

112 1.34 計算

「BUILD.耐診S造準備計算」のライセンスで「BUILD.一貫Ⅵ」を機能制限版として動作するようにしました。計算は
応力計算まで、データリンクは「BUILD.耐診S造/2011年版」のみ可能です。また、「BUILD.耐診S造/2011年
版」に関連しない機能は使用できません。
※ トータルメンテナンスの契約が必要となります。

113 計算 S柱の終局曲げ耐力を精算式（鋼構造塑性設計指針）で計算できるようにしました。

114 計算
基礎梁の断面計算位置、塑性ヒンジ発生位置、カットオフ長さおよび基礎梁の部材方向の剛域計算について、S柱
の柱脚の基礎柱フェイスを考慮するようにしました。

115 出力 計算書の「既製品柱脚」において、基礎柱のDx、Dyを出力するようにしました。

116
出力 確認申請形式計算書の「大梁断面リスト」と「片持ち梁断面リスト」において、各部位の断面が同一の時に、まとめて

出力するようにしました。

117 1.35 計算 旭化成建材株式会社・岡部株式会社製「セレクトベース」の「BCJ評定-ST0314-03」に対応しました。

118
計算 柱の脚部における鉛直ブレースの取り付き位置を梁天端としたうえで、自動分割した柱部材を超える剛域長の入力

がある時に、自動分割した柱部材の可撓長さがゼロにならないように自動でモデルを変更し、計算を行えるようにしま
した。

119
出力 「BUILD.耐診RC」シリーズリンクにおいて、「BUILD.一貫Ⅵ」で無開口の雑壁を配置したデータをリンクした時に、無

開口の雑壁のリンク時の注意点などをリンク後にダイアログで表示するようにしました。

120
1.36 入力 入力支援ウィンドウにおいて、メッセージの説明・対処方法が記載されたPDFを開くようにしました。該当するメッセージ

には、「解説あり」と出力されます。

15



株式会社 構造ソフト

種類 拡張内容

121
1.37 操作 リボンメニューの[設定]に、[画面位置情報の初期化]アイコンを追加しました。伏図・軸組図・部材配置のためのリス

ト選択画面などが意図した位置に表示されない場合は、このアイコンを使用することで位置情報を初期化できます。

122 出力 確認申請形式計算書において、1ページに出力する行数を増やしました。

123
出力 「BUILD.耐診RC」シリーズリンクにおいて、補強ブレースの屈曲部までの距離はモルタル厚さを考慮してリンクするよう

にしました。

124 1.39 計算 SABTEC機構の指針による株式会社向山工場製の「エムケーフープ685」に対応しました。（今月）

125
計算 直接基礎（独立基礎・布基礎・ベタ基礎）に対応しました。（今月）

※ 「BUILD.一貫・基礎オプション（直接基礎）」のライセンスが必要となります。

16



株式会社 構造ソフト

[機能拡張した内容の詳細]を確認する方法
プログラムが拡張された場合、補足マニュアル（PDFファイル）に拡張内容を記載しています。

補足マニュアルを表示するには、
Windows[スタート]ボタン -［構造ソフト］-［BUILD.一貫Ⅵ補足マニュアル(PDF形式)］を選択するか、

「BUILD.一貫Ⅵ」を起動した後に、［ヘルプ］タブ -［製品の拡張と変更内容］を選択してください。

17



株式会社 構造ソフト

[113] S柱の終局曲げ耐力の精算式（鋼構造塑性設計指針）に対応
（ [計算条件]-[断面計算]-[鉄骨の有効強度] 許容[DES3] )

18

今月のイチオシ(2025年4月号)に掲載

ー：略算式 ー：精算式

BH-350×350×12×19-SN400 PE-355.6×12.7-STK400 BX-350×19×47.5-BCR295

精算式の場合は２次曲線となりますが、荷重増分計算時は
図のように中間点を直線で結んでいます。



株式会社 構造ソフト

[114] 基礎梁の断面計算位置、塑性ヒンジ発生位置、カットオフ長さ
および基礎梁の部材方向の剛域計算について、S柱の柱脚の基礎柱フェイスを考慮

19

処理変更後のカットオフ長さの認識 処理変更後の基礎梁の部材方向の剛域

以前のカットオフ長さの認識

Ｄ

以前は、基礎梁の部材方向の剛域はなし



株式会社 構造ソフト

[115] 計算書の「既製品柱脚」で基礎柱のDx,Dyの出力に対応

20



株式会社 構造ソフト

[116] 確認申請形式計算書の「大梁断面リスト」と「片持ち梁断面リスト」において、
各部位の断面が同一の時に、まとめて出力

21



株式会社 構造ソフト

[117] 旭化成建材株式会社・岡部株式会社製「セレクトベース」の
「BCJ評定-ST0314-03」に対応

22

新評定での変更点

純ラーメン構造で柱脚の保有耐力接合を
満足しない場合、
Dsを0.05割り増さないで、保有水平耐力
Quが必要保有水平耐力Qunの1.1倍以
上であることを確認します。

1.1×Qun≦Qu



株式会社 構造ソフト

[118]-1 柱の脚部における鉛直ブレースの取り付き位置を梁天端としたうえで、自動分割した
柱部材を超える剛域長の入力がある時に、自動分割した柱部材の可撓長さが
ゼロにならないように自動でモデルを変更

（ [基本事項]-[基本条件] 建物[BASB] )

23



株式会社 構造ソフト

[118]-2 柱の脚部における鉛直ブレースの取り付き位置を梁天端としたうえで、自動分割した
柱部材を超える剛域長の入力がある時に、自動分割した柱部材の可撓長さが
ゼロにならないように自動でモデルを変更

（ [基本事項]-[基本条件] 建物[BASB] )

24



株式会社 構造ソフト

[118]-3 柱の脚部における鉛直ブレースの取り付き位置を梁天端としたうえで、自動分割した
柱部材を超える剛域長の入力がある時に、自動分割した柱部材の可撓長さが
ゼロにならないように自動でモデルを変更

（ [基本事項]-[基本条件] 建物[BASB] )

25

剛域長の直接入力で、根巻部分を剛域と
し、鉛直ブレースの取り付き位置を梁天端
とするモデルでの計算可能

なお、厳密には剛域と1000倍の柱剛性で
は、剛とする方法が異なるため、応力解析
が不安定になる場合は注意が必要



株式会社 構造ソフト

[120]-1 入力支援ウィンドウにおいて、メッセージの説明・対処方法のPDFを開けるように対応

26

今月のイチオシ(2025年6月号)に掲載

メッセージの説明・対処方法のPDFの対象となるメッセージには、「解説あり」を表示
対象メッセージをダブルクリックするとPDFが開く



株式会社 構造ソフト

[120]-2 入力支援ウィンドウにおいて、メッセージの説明・対処方法のPDFを開けるように対応

27

今月のイチオシ(2025年6月号)に掲載



株式会社 構造ソフト

[121]-1 [画面位置情報の初期化]アイコンを追加

28

今月のイチオシ(2025年7月号)に掲載



株式会社 構造ソフト

[121]-2 [画面位置情報の初期化]アイコンを追加

29

今月のイチオシ(2025年7月号)に掲載

画面位置情報を初期化する前の状態



株式会社 構造ソフト

[121]-3 [画面位置情報の初期化]アイコンを追加

30

今月のイチオシ(2025年7月号)に掲載

「BUILD.一貫Ⅵ 」を起動しなおして、
画面位置情報が初期化された状態



株式会社 構造ソフト

[122] 確認申請形式計算書において、1ページに出力する行数を増加

31

サンプルデータ
RC造入力例
391ページ
↓
357ページ

34ページの削減
(約9%削減)



株式会社 構造ソフト

[124]-1 SABTEC機構の指針による株式会社向山工場製の「エムケーフープ685」に対応
（ [部材リスト]-[RC]-[大梁]  建物[GMD2] [GMD5] [GMD6] 、 [部材リスト]-[RC]-[柱]  建物[CMD2] )

32



株式会社 構造ソフト

[124]-2 SABTEC機構の指針による株式会社向山工場製の「エムケーフープ685」に対応
（ [使用材料]-[鉄筋] 建物[MAT2] )

33

エムケーフープ685
・MA10
・MA13
・MA16



株式会社 構造ソフト

[機能拡張した内容の詳細]を確認する方法
プログラムが拡張された場合、補足マニュアル（PDFファイル）に拡張内容を記載しています。

補足マニュアルを表示するには、
Windows[スタート]ボタン -［構造ソフト］-［BUILD.一貫Ⅵ補足マニュアル(PDF形式)］を選択するか、

「BUILD.一貫Ⅵ」を起動した後に、［ヘルプ］タブ -［製品の拡張と変更内容］を選択してください。

34



株式会社 構造ソフト

「BUILD.一貫・基礎オプション」（直接基礎）



株式会社 構造ソフト

基礎オプション（直接基礎）とは
BUILD.一貫・基礎オプション（杭基礎）

杭基礎
直接基礎

扱える基礎形式を追加

36



株式会社 構造ソフト

扱える形式は、独立基礎、布基礎、ベタ基礎

基礎オプション（直接基礎）で扱える基礎形式

独立基礎 布基礎 ベタ基礎

37



株式会社 構造ソフト

１回の計算で計算書がまとめて作成できる

基礎オプション（直接基礎）の計算書

上部構造
(BUILD.一貫Ⅵ)

基礎部分
(POWER-直接基礎Ⅱ)

建物の計算書

38



株式会社 構造ソフト

独立基礎の検討内容

• 接地圧の検討
• 曲げの検定（必要配筋の算定）
• せん断の検定
• 付着の検定
• パンチングの検定
• 独立基礎の偏心を考慮した基礎梁の検討

39



株式会社 構造ソフト

布基礎の検討内容

• 接地圧の検討
• 地盤反力を考慮した基礎梁のCMoQo
• 曲げの検定（必要配筋の算定）
• せん断の検定
• 付着の検定
• 布基礎の偏心によるねじり応力を考慮した

あばら筋の算定・検定

40



株式会社 構造ソフト

ベタ基礎の検討内容

• 接地圧の検討
• 地盤反力を考慮した基礎梁のCMoQo
• 曲げの検定（必要配筋の算定）
• せん断の検定
• 付着の検定

41



株式会社 構造ソフト

「BUILD.一貫・基礎オプション」（直接基礎）

入力方法、操作方法



株式会社 構造ソフト

[基礎オプション（直接基礎）] 操作方法（独立基礎）対話入力

43



株式会社 構造ソフト

[基礎オプション（直接基礎）] 操作方法（独立基礎）対話入力

44



株式会社 構造ソフト

[基礎オプション（直接基礎）] 操作方法（布基礎）対話入力

45



株式会社 構造ソフト

[基礎オプション（直接基礎）] 操作方法（布基礎）対話入力

46



株式会社 構造ソフト

[基礎オプション（直接基礎）] 操作方法（ベタ基礎）対話入力

47



株式会社 構造ソフト

[基礎オプション（直接基礎）] 操作方法（ベタ基礎）対話入力

48



株式会社 構造ソフト

[基礎オプション（直接基礎）] 操作方法（ベタ基礎）対話入力

49



株式会社 構造ソフト

[基礎オプション（直接基礎）] 操作方法（支持地盤）対話入力

50



株式会社 構造ソフト

[基礎オプション（直接基礎）] 操作方法（支持地盤）対話入力

51



株式会社 構造ソフト

[基礎オプション（直接基礎）] 操作方法（計算条件など）

52



株式会社 構造ソフト

[基礎オプション（直接基礎）] 計算実行

53



株式会社 構造ソフト

[基礎オプション（直接基礎）] 操作方法（独立基礎）テキスト入力

54

DFDL F1 * * * 2000/2000 700/700 * 1500 * * 10-D13-70 10-D13-70

・・・本資料では、
８項～の記載は省略



株式会社 構造ソフト

[基礎オプション（直接基礎）] 操作方法（独立基礎）テキスト入力

55

PLMP Y1 F1 F1 F1



株式会社 構造ソフト

[基礎オプション（直接基礎）] 操作方法（布基礎）テキスト入力

56

SFDL FS1 1800 600 * FC24 D16-200 * * * * * 1 2 2

・・・本資料では、
５項～の記載は省略



株式会社 構造ソフト

[基礎オプション（直接基礎）] 操作方法（布基礎）テキスト入力

57

PLM1 BASE FS1  FS1



株式会社 構造ソフト

[基礎オプション（直接基礎）] 操作方法（ベタ基礎）テキスト入力

58

SLB1 SB1 D16-200-600|D16-150-600 D16-150-600|D16-200-600



株式会社 構造ソフト

[基礎オプション（直接基礎）] 操作方法（ベタ基礎）テキスト入力

59

ALD3 LB1-SB1 900 *   0-0-0 * XY



株式会社 構造ソフト

[基礎オプション（直接基礎）] 操作方法（ベタ基礎）テキスト入力

60

PLS1 BASE Y2:Y3 LB1  LB1

片持ち床の配置[PLS2]、出隅（入隅）床の配置[PLS3]、隅切り床の配置[PLS4]
の場合も同様に、BASEに配置する



株式会社 構造ソフト

[基礎オプション（直接基礎）] 操作方法（支持地盤）テキスト入力

61

GRU2 ZG1 * * 1.4 1.5 5.1 2-5.9 1-2 18.6/18.6-18.6/15.7 0-48.3 * 1-33 1

・・・本資料では、
８項～の記載は省略



株式会社 構造ソフト

[基礎オプション（直接基礎）] 操作方法（支持地盤）テキスト入力

62

PLGR Y3 ZG1 ZG1 ZG1 ZG1



株式会社 構造ソフト

[基礎オプション（直接基礎）] 計算書（独立基礎の断面計算結果）

63



株式会社 構造ソフト

[基礎オプション（直接基礎）] 計算書（布基礎の断面計算結果）

64



株式会社 構造ソフト

[基礎オプション（直接基礎）] 計算書（ベタ基礎の断面計算結果）

65



株式会社 構造ソフト

[基礎オプション（直接基礎）] 注意点１ー１

66

基礎計算の強制終了メッセージ「920 長期時基礎梁の応力解析で不安定構造となった」

例）
「920 長期時基礎梁の応力解析で不安定構造となった 節点No=3のＸ軸廻り」



株式会社 構造ソフト

[基礎オプション（直接基礎）] 注意点１ー２

67

該当節点の拘束条件を見直す。
（例では、X軸廻り（Y方向回転）が原因のため、Ｙ方向回転を固定にする）[PLG4]



株式会社 構造ソフト

[基礎オプション（直接基礎）] 注意点２

68

独立基礎の偏心距離を入力したが、計算が正常終了しない

支持条件が適切に指定されていないことが考えられます。
先ほどの注意点１を参考に、すべての直接基礎の配置部分で
支持条件が適切に指定されているか確認してください。



株式会社 構造ソフト

[基礎オプション（直接基礎）] 注意点３

69

直接基礎を配置したが、断面計算結果が出力されない

支持地盤が配置されていないと考えられます。
直接基礎は配置した箇所に、支持地盤も配置してください。



株式会社 構造ソフト

「BUILD.一貫・基礎オプション」の販売方法

と価格について



株式会社 構造ソフト

「BUILD.一貫・基礎オプション」

• 「BUILD.一貫・基礎オプション」

①製品定価 ：￥330、000-（税抜き￥300、000-）

②年間使用料：￥33、000- （税抜き￥30、000-）

※1 「BUILD.一貫・杭一体解析オプション」のご利用中のお客様は、②の契約

を追加いただくことで「直接基礎対応」の機能が使用できるようになります。

※2 「年間使用料」につきましては、「トータルメンテナンス契約」と期限を合わせるた

めに初年度は月割りのご契約で対応いたします。



株式会社 構造ソフト

よくある質問や適判等からの指摘事例



株式会社 構造ソフト

★ 適判等からの指摘事例



株式会社 構造ソフト

[1] 電子申請のため計算書のPDFにセキュリティー（プロテクト）を施したくない
確認検査機関から電子申請の条件として、計算書のPDFにセキュリティー（プロテクト）を施さないように要

求されました。どのように対応すればよいでしょうか？

電子申請を想定して設計者の責任のもと、セキュリティー（プロテクト）を
外す機能を設けています。

「確認申請形式の書式設定」を選択し、画面左の設定項目のツリーで
[利用者証明書・セキュリティー等]を選び、セキュリティを「保護する」のチェッ
クボックスをOFFにしてください。

セキュリティを「保護する」のチェックボックスをOFFにした場合は、確認申請
形式計算書(PDF形式ファイル）に対する書き込みが可能となるため、電
子申請も可能となります。なお、セキュリティを保護する場合と保護しない場
合を区別できるようにするために、保護しない場合のID番号はグレー色で出
力します。

確認検査機関に提出する計算書と構造計算適合性判定機関に提出す
る計算書で出力形式が異なると整合性に問題があるという理由で受理され
ない場合がありますので、同じセキュリティレベルのものを提出してください。

※Ver.1.18までは、セキュリティを保護しない場合は、ID番号を出力しておりませんでしたが、
Ver.1.19以降では ID番号をグレー色で出力するように処理変更しています。

回答：

Q&Aに掲載 今月のイチオシ(2024年5月号)に掲載

74



株式会社 構造ソフト

[2] 計算ルート３の既製品柱脚のせん断検討

計算ルート３における既製品柱脚のせん断検討において、せん断検討に用いるせん断力は柱に塑性ヒンジを
仮定して計算したQmで検討すべきと指摘を受けました。

既製品柱脚については、各柱脚メーカーが大臣認定を取得した際の検討方法に基づき、設計を行っています。
製品によっては、柱脚のせん断検討に用いる設計せん断力として、柱脚柱頭にヒンジが生じたと仮定した場合のせん断力ではなく、
メカニズム時（Ds算定時想定崩壊メカニズム時）のせん断力を採用しているものもあり、今回ご質問の柱脚もこれに該当すると考
えられます。

したがって、柱脚柱頭にヒンジが生じたと仮定した場合のせん断力を用いる必要はありません。
ただし、充分に押し切られておらず、崩壊形が明確となっていない状態でのせん断力は、設計せん断力としては過小となる可能性が
あります。そのため、崩壊形が明確となる状態まで充分に加力をしてください。

回答：

Q&Aに掲載 今月のイチオシ(2025年6月号)に掲載
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[3] 余耐力法のヒンジ状態の確認

計算ルート３の物件に関して、保有水平耐力計算での外力分布にQun分布を設定して計算したところ、
適合性判定機関より、余耐力法のヒンジ状態が確認できないので、Qun分布採用の妥当性が判断でき
ないと指摘を受けました。

Q&Aに掲載 今月のイチオシ(2025年4月号)に掲載

余耐力法を使った場合のヒンジ状態
(破壊状態)については、計算書の
「架構の崩壊形」(右図)で確認できます。

「架構の崩壊形」において、実際に曲げ
破壊やせん断破壊が生じている箇所、
曲げ破壊やせん断破壊が想定される箇所
が確認できます。

これを基に破壊状況を評価し、Qun分布の
採用の可否を判断してください。

なお、「2020年版 建築物の構造関係技術基準解説書」のP345に、Qun分布を用いて保有水平耐力を計算してもよい
条件が記載されていますので、必ず参照してください。

回答：
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[4]直交方向加力時考慮比率は100%考慮とすべきではないかとの指摘

整形ではない建物において、直交方向加力時軸力考慮比率および直交方向加力時応力比率を入力しない
設定としたところ、直交方向加力時考慮比率は100％とすべきではないかとの指摘を受けました。

直交方向加力時考慮比率（λ）を入力した場合、建物の直交軸をＸ、Ｙとし､それぞれの方向の地震作用の成分をEX、EYと
すると、全設計地震作用成分Eは、以下となります。
E＝EX＋λ・EY （Ｘ方向検討用）
E＝EY＋λ・EY （Ｙ方向検討用）

λが100％（＝1.0)の場合は、Ｘ軸方向とY軸方向の両方から同時に基準法の地震力が作用している状態ですので、基準法の
地震力よりも過大な地震力がかかっている状態での検討となります。

一方で、建物が整形ではない場合、基準軸とは異なる方向から地震力が作用した場合に応力が最大となる場合があるので、最
大となる加力方向が決めづらい場合はλを考慮することで危険側の検討とならないようにするという考えがあります。
高層建築耐震計算指針や設計地震作用のISOの草案では、λ＝0.3程度との記載があり、λの一般的な数値と考えられます。

なお、「BUILD.一貫Ⅵ」では、建物の主軸の角度を計算し出力しています。出力している主軸の角度を加力方向角度として設定
して計算した場合は、λの考慮は必要ないと考えられます。整形でない建物の場合は、建物の主軸の角度から加力した場合につい
ての検証もご検討ください。

回答：

Q&Aに掲載
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[5] S造基礎梁が付着割裂破壊検討を満足しないので種別をFDにした

計算ルート３のＳ造の物件に関して、基礎梁が付着割裂破壊の検討を満足しないので、種別を直接入力で
FDにして対応したところ、適合性判定機関より、妥当性について指摘を受けました。

FA～FCの種別になる条件として、「付着割裂破壊が生じないこと」と規定されています。
そのため、付着割裂破壊の検討がNGの場合は、種別をFDにすることが適切です。

ただし、基礎梁の種別をFDにしても、柱降伏が明らかな場合、梁のFDは採用されず、柱の種別が適用されるため、Dsは変わりま
せん。そのため、基礎梁がFDであることをDsに反映させたい場合は、Dsの直接入力が必要です。

また、付着割裂破壊の検討がNGになることで部材種別やDsに考慮したとしても、付着割裂破壊は脆性破壊の一つであり、一般
的な保有水平耐力算定の考え方では、脆性破壊した時点やそれ以前の状態で算定します。
したがって、付着割裂破壊が生じる時点を見極める必要がありますが、その判定や確認は難しいです。

このことから、付着割裂破壊が発生することを保有水平耐力算定時に適切に考慮できる場合を除いて、付着割裂破壊が生じない
ように設計することが望ましいと考えます。

回答：

Q&Aに掲載 今月のイチオシ(2025年3月号)に掲載
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[6] スリットや開口で挟まれた壁の剛性の確認

ＲＣ造の物件に関して、スリットや開口で挟まれた壁の剛性を計算書のどこで確認できますか？ と指摘を受け
ました。

Q&Aに掲載 今月のイチオシ(2025年2月号)に掲載

スリットや開口で挟まれた壁で、剛性（n倍法で
剛性率や偏心率に考慮する雑壁の剛性）に考
慮する壁は、計算書の「雑壁の剛性表の詳細出力」
にて、分類を「フレーム内」として出力しています。
（「雑壁の剛性表の詳細出力」は初期設定では
OFFとなっているため、出力されていない場合は、
出力項目の設定をONにして出力してください。）

なお、スリットや開口により大梁と壁が切られている
フレーム内雑壁については、n倍法の剛性に考慮し
ません。

例えば、三方スリットが配置されているフレーム内雑
壁は剛性に考慮しませんので、結果の考察に注意
してください。

回答：
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[7] 途中階に吹き抜けがあり多剛床を設定した場合の必要保有水平耐力
途中階に吹き抜けがあり、多剛床（第２剛床）を指定しましたが、上階は吹き抜けがないので多剛床の指定
は行いませんでした。計算結果では、第２剛床の必要保有水平耐力の算出に使う建物重量に上部の重量が
加算されていませんでした。この点について、問題ありませんか、と指摘を受けました。

Q&Aに掲載

多剛床の指定は、第１剛床と第２剛床がそれぞれ独立して
水平力を負担し、独立して変形することを前提としています。
そのため、第２剛床の上部で第１剛床部分と接続している形
状は、上部で一体となっていることから、第１剛床と第２剛床
間で相互に水平力の移行が生じ、変形も独立していないため、
適用外の形状となります。（右はマニュアル抜粋）

第２剛床の上部に第１剛床がある形状を入力した場合は、
計算において想定されていないため、第２剛床の必要保有
水平耐力は、第２剛床部分の重量のみを用いて算出します。

このような形状は、適用外となるため、応力状態や水平力の
分担が適切になっているかについて、設計者にて十分な確認
およびご判断をお願します。
そのうえで、必要保有水平耐力についても、設計者判断により
Qudの直接入力にて対応してください。

回答：
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[8] 高強度せん断補強筋を使った場合の副帯筋の要否

計算ルート３のＲＣ造の物件で、高強度せん断補強筋を用いたところ、副帯筋の要否について検討がされて
いるかという指摘を受けました。

Q&Aに掲載

高強度せん断補強筋については、メーカーからの組み込み依頼があったものについては、メカニズム時のσo(柱の軸方向応力度)が
0.35Fcを超える場合、またはメカニズム時にヒンジが生じる柱のフープ本数が2本である場合に、警告メッセージを出力します。
この場合、主筋およびコンクリートを拘束するため、帯筋および副帯筋の使用が必要となります。

一方、上記のような検討の組み込み依頼がない製品
については、警告メッセージの出力や自動的な検討処
理は行われませんが、柱にヒンジが形成される領域や、
メカニズム時のσoが0.35Fcを超えるケースでは、副帯
筋の配置が必要とされる場合もありますので、該当する
製品についてはメーカーへの確認をお勧めします。

なお、メカニズム時のσoとFcの比（σo/Fc）の値は、
計算書の「ＲＣ柱種別」の「σo/Fcによる種別」欄で
確認できます。

回答
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②適判等からの指摘事例に関するＱ＆Ａ

2. 毎月発信しているホームページの「今月のイチオシ」にて、 Q&Aから指摘事例をピックアップして紹介しています。

構造ソフトのホームページのトップページで、[今月のイチオシ]をクリック ・・・毎月1件

1. ホームページのQ&Aのページに、 適判等からの指摘事例を掲載しています。・・・毎月2~4件

検索したい内容を「検索文字列」に入力

「適判等からの指摘事例］ボタンをクリック
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★ 引き続きよくある質問



株式会社 構造ソフト

メッセージ一覧表示で、メッセージをダブルクリックすることで説明表示
計算実行後に、メッセージ一覧を専用の画面で表示します。

メッセージをダブルクリックすることで、メッセージの説明や対応方法を画面表示します。

まずは、メッセージ説明を表示して、内容を確認してください。

内容を確認したいメッセージをダブルクリック

計算オプションで “計算終了後にメッセージ一覧を表示する”にチェックを入れる
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メッセージ一覧表示で、メッセージをダブルクリックすることで説明表示
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許容応力度計算では計算できるのですが、保有水平耐力計算で不安定になります。
考えられる原因や対処方法を教えてください。

[1] 保有水平耐力計算で不安定になる

回答
メッセージ一覧表示で、強制メッセージ「4626」や警告メッセージ「2601」などが表示されるので、メッセージをダブルクリックして
説明PDFの内容を確認してください。特に多くご質問をいただくケースは以下の２つのケースです。

(1) 剛床解除節点が多い場合（特に、柱が接続していない節点を剛床解除している場合）
剛床解除節点を多数指定している場合、架構が不安定になり計算ができないことがあります。
柱が接続しておらず、梁と梁の接合のみの節点について剛床解除している場合、保有水平耐力計算では特に不安定に
なりやすくなります。
この場合は、梁の弱軸剛性(水平面内剛性)を、入力項目ツリーの [解析モデルの補正]-[大梁の水平面内剛性・ねじり
剛性(部材毎)] で設定することで対処できる可能性があります。

(2) Ｓ柱が長期応力で圧縮軸降伏している場合
入力項目ツリーの [計算条件]-[保有水平耐力]-[耐力式の選択]で、Ｓ部材の柱の圧縮耐力算出時の塑性設計指
針による座屈の考慮を「考慮する」指定をしている(デフォルトでは「考慮する」)場合、細長比が150を超える柱の軸耐力
は０となります。そのため、細長比が150を超えているＳ柱が多い場合、不安定になりやすくなります。
すべての柱に座屈に対して方策がとられていて、設計者判断により終局時に座屈しないということであれば、圧縮耐力に
座屈を「考慮しない」設定にしてください。
また、入力項目ツリーの[部材リスト]-[Ｓ]-[柱]で、座屈長さ係数も設定できるので、自動計算の座屈長とは異なる設
定をしたい場合は、座屈長さ係数を直接入力して調整してください。

Q&Aに掲載 メッセージの説明PDF参照
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保有水平耐力計算の荷重増分解析による各ステップの層せん断力－層間変形(Q-δ)の数値を確認する方法は？

[2] 荷重増分解析による各ステップのQ-δの数値の確認
Q&Aに掲載

回答
計算結果をCSV形式ファイルとして出力することで、各ステップごとの層せん断力、層間変形角の数値を確認することが
できます。
リボンメニューの[ファイル]-[データエクスポート]-[計算結果のCSV形式出力]を選択し、
「増分解析による層せん断力－層間変形角関係」の出力先フォルダー名を確認の上、[実行]ボタンを押してください。
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セキュリティソフト（ウイルス対策ソフト）をインストールしましたが、製品の利用に影響はありますか？
また、何か設定を行う必要がありますか？

[3] セキュリティソフトの影響

Q&Aに掲載

回答
構造ソフト製品側で特別な設定を行う必要はありませんが、ご利用のセキュリティソフト（ウイルス対策ソフト）によっては、
誤認識により計算が停止したり、動作が極端に遅くなる場合があります。

また、正常に動作している場合でも、セキュリティソフトのバージョンアップにより突然動作しなくなるケースも報告されています。

このような症状が発生した際は、構造ソフト製品のインストール先フォルダ（初期設定：C:¥KSOFT）をウイルス検知の
対象外として設定（除外設定）し、誤認識を防いでください。
除外設定の方法につきましては、ご利用のセキュリティソフトのヘルプをご参照ください。

ホームページで公開している以下のＱ＆Ａも参考にしてください。
『計算実行時に「TiAna.exeが見つかりません」のエラー』
『すべての物件でVisual Fortran run-time errorとなる』
『インストール時のセキュリティソフトの影響』
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フレーム外にソデ壁がありますが、柱と梁に囲まれていない状態でも配置することはできますか？

[4] フレーム外に袖壁を配置したい

Q&Aに掲載

回答
外側に通りを設けて（下図のX3）、ソデ壁の上下に梁を配置してください。

ソデ壁の上下の梁はダミー梁とすることも可能です。ダミー梁とする場合は、右図のアイコン
を押した状態で配置の操作を行ってください。
テキスト入力の場合は、大梁符号として#を配置してください。

ダミー梁の詳細については、ホームページで公開している以下のＱ＆Ａをご参照ください。
『ダミー部材を配置するように指摘された（適判等からの指摘事例）』
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[5] 自動計算された「軒高さ」と「建築物高さ」の値を補正したい

Q&Aに掲載

計算書の「一般事項」－「建築物の構造設計概要」には、自動計算によって算出された「軒高さ」および「建築物高さ」が
出力されておりますが、これらの数値について補正を行うことは可能でしょうか。

回答
入力項目ツリーの [計算条件]-[計算ルート・荷重ケース]
(テキスト入力時は、許容応力度計算データの [ＢＡＳ３]）
で、直接入力することで補正ができます。

入力された補正値は、出力される「建築物の構造設計概要」
や「計算ルート判定表」に反映されます。
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[6] 「ライセンス使用状況」画面が表示されてライセンスエラーでプログラムが起動できない

Q&Aに掲載

プログラムを起動したところ、「ライセンス使用状況」画面が
表示され、[OK]ボタンを押したところ、ライセンスに関する
エラーダイアログが表示されました。
どのように対処したらよいでしょうか？

回答
「ライセンス使用状況」画面に、使用中のコンピュータ名（例：-XXXXXX）が表示されています。

これは、そのPCでライセンスが取得されていることを示しており、新たにプログラムを起動することができません。

表示されているコンピュータ（例：-XXXXXX）でプログラムが実行されていない場合は、プログラムを終了せずに
PCの電源を落としたなど、通常プログラム終了時に自動で行われるライセンスの返却が、何らかの要因により正常
に完了しなかった可能性があります。

そのため、表示されているコンピュータ（例：-XXXXXX）で一度プログラムを起動し、画面右上の「×」ボタンで
終了してください。これによりライセンスが解放されます。
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[7] 杭頭応力の直接入力で負加力時を入力しても計算結果に反映されない

Q&Aに掲載

「BUILD.一貫・杭一体解析オプション」を用いて、解析モデルを「上部構造と杭基礎（分離モデル）」で計算した時に、
入力項目ツリーの[杭基礎計算条件]-[上部－杭・基礎梁分離モデル]-[荷重]-[杭頭応力の直接入力] (テキスト
入力の場合、基礎データ［ＰＳＴＲ］)で負加力時の値を入力しているにもかかわらず、計算書の「杭頭モーメント」に
負加力時の出力がありません。
考えられる原因は何でしょうか？

回答
負加力時の計算を行う設定がされていないことが原因です。

一次設計は弾性計算で応力解析を行い、左右対称の応力解析モデルの場合は、負加力時の応力は
正加力時の応力を正負逆にしたものになるだけですので、デフォルト（入力を省略した場合の初期設定）
では、負加力時の計算を行っていません。
基礎の計算もこちらに準じています。

入力項目ツリーの[計算条件]-[計算ルート・荷重ケース]で、
「地震荷重時応力解析」を ‘正加力・負加力とも行う’ に設定してください。

（テキスト入力の場合、許容応力度計算データ［ＳＴＡ１］の3項目と4項目をLR）
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[8] 基礎を設けない支点の鉛直支持状態をフリーにしたい

Q&Aに掲載

「BUILD.一貫・杭一体解析オプション」を用いて、解析モデルを「上部構造と杭基礎（分離モデル）」で計算する時に、
基礎を設けない支点をフリーにしたいのですが、どのように入力すればよいでしょうか？

回答
「分離モデル」とした時に、基礎部分の計算で支点をフリーにしたい場合は、入力項目ツリーの
[杭基礎計算条件]-[上部-杭・基礎梁分離モデル]-[解析モデルの補正]-[格子梁モデルの支持条件]

（テキスト入力の場合は、基礎データの［ＰＬＧ４］）で、
鉛直バネ定数は省略しないで 0（ゼロ）を入力してください。

基礎の支点をフリーにした場合、上部構造の計算でも支点をフリーにする必要がありますので、
入力項目ツリーの [解析モデルの補正]-[支点状態]-[状態変更]

（テキスト入力の場合は、許容応力度計算データの［ＳＰＴ１］）で、
支持状態をFREE（基準座標軸のＺ方向を自由） にしてください。
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• メールで弊社の技術サポート部（support@kozosoft.co.jp）
までお問い合わせください。

•後日、メールにて回答いたします。

質疑応答

mailto:support@kozosoft.co.jp
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今後の拡張予定

• 「2025年版 技術基準解説書」改定について

• 「鉄筋コンクリート構造保有水平耐力計算規
準・同解説」について



株式会社 構造ソフト

［2025年版 技術基準解説書］改定概要
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・Ｓ造の計算ルート１－３
P.383 
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［2025年版 技術基準解説書］改定概要
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・Ｓ造の計算ルート１－３
P.383 

ｖ

ｖ
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［2025年版 技術基準解説書］改定概要

・計算ルート２の剛性率の合理化（緩和）P.51

上層がS造、木造で、下層がRC造、SRC造の場合、
地震時の挙動は通常の建物と比較して著しい差がなくても
剛性率の規定は満足しない不合理な場合がある

98

RC造
SRC造

S造
木造

上層部分と下層部分でそれぞれ剛性率を計算と、上層部
分と下層部分の剛性率の比を確認することで、建築物全
体での剛性率の確認が不要になる（緩和）。
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［2025年版 技術基準解説書］改定概要

・S造のボルト接合による場合の層間変形角の計算 P.180

この規定は中ボルト（支圧接合）を用いた場合に、ボルト孔のクリアランス
による変形分を層間変形角に考慮するもの。
高力ボルト（摩擦接合）を用いた場合は、既定の対象ではない。

99

クリアランス

＜上面図＞ ＜断面図＞

「BUILD.一貫Ⅵ」で扱えるのは、高力ボルト、超高力ボルトのため、
本規定の対応予定はございません。
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［2025年版 技術基準解説書］改定概要

・RC造の柱梁接合部（構造規定の追加） P.730

【技術基準（靱性指針）による場合】
・柱梁接合部のせん断補強筋には、D10以上の異形鉄筋を用いる

・補強筋の間隔はD10の場合は150mm以下、
D13以上の場合は200mm以下かつ主筋径の８倍以下とする

・せん断補強筋比は0.3%以上とする

・柱梁接合部に折曲げ定着する下端筋は、原則として上向きに折曲げ定着とする

・上下梁の主筋の定着投影長さは原則として柱せいの2/3倍以上とする
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【RC規準による場合】
・柱梁接合部のせん断補強筋には、Φ9以上の丸鋼、またはD10以上の異形鉄筋を用いる

・補強筋の間隔は150mm以下、かつ隣接する柱のせん断補強筋間隔の1.5倍以下とする

・せん断補強筋比は0.2%以上とする

・柱梁接合部に折曲げ定着する下端筋は、原則として上向きに折曲げ定着とする

・上下梁の主筋の水平投影長さは柱せいの0.75倍以上とする
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［2025年版 技術基準解説書］改定概要

・RC造計算ルート3の梁の部材種別判定のτu P.424
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「BUILD.一貫Ⅵ」においては、
τuを算出する断面積は、梁幅×応力中心間距離で算出しているため、
梁幅×梁せいで断面積を算出することで、部材種別は優位になります。

梁の部材種別の判定における、梁のせん断応力度τuを用いる際の断面積は、
矩形梁の断面積であることが明記された。

ｖ
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［2025年版 技術基準解説書］改定概要

・SRC造の柱および梁のせん断終局強度 P.767

SRC規準の式を用いるように変更された。
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・ピロティ柱の規定 P.810

ピロティ形式の建築物に対する耐震設計上の留意点で構造規定が変更された。

・ピロティ階の単独柱をすべて主筋を中子筋などで拘束する規定について
「層崩壊を想定する」という前置きが削除される

・鉄骨などを挿入することにより、FA部材判定となる場合における軸力比の制限値の
引き上げ規定が削除される
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［2025年版 技術基準解説書］改定概要

・杭の保証設計 P.464,732-739

基礎の耐震設計について、大地震動時に関する記載が追加された。

建築基準法では杭基礎を含む基礎構造について大地震動に対する安全性の検討は義務付けられていない。

一方で、杭基礎においても脆性的な破壊は避ける設計を行うべきであり、日本建築センター「地震力に対する
建築物の基礎の設計指針 付・設計例題」より、コンクリート系杭の設計用せん断力は、杭材の曲げ幸福荷
重に対応する応力または、同文献の2章に規定される設計用せん断力を1.5倍以上に割り増した値とすること
が望ましい。
この手法は、「杭基礎の２次設計手法が確立されるまでの当面の措置」として実施されるもの。
上記検討を行わない場合は、上部構造物と同様に、許容応力度および終局時の検討を実施する選択肢も
ある。

慣習的に実施されてきた設計手法並びにそれ以外の検討を行う場合に必要となる具体的な杭体の強度式が
付録１ー３．１に示された。
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「鉄筋コンクリート構造保有水平耐力計算規準・同解説」 概要

※ トータルメンテナンス（ゴールド）で対応予定

104

2021年に2版が発刊され、ＲＣ造建物の保有水平耐力計算による大地震動に対する安全性を確認
する方法が示されています。

・対象とする崩壊形は、規準として推奨できる全体崩壊形、所定の部分崩壊形に適用範囲を限定

・保証設計では、非ヒンジ柱・層水平耐力などに関して必要と考えられる規定を詳細に設けている

・柱梁接合部の検討は新しく規定

・現行の設計方法を補完するため、増分解析の解析終了判定、崩壊形形成時の応力算定法、
壁部材の種別などに関する規定を設けている

・部材種別の判定は、実験データに基づく判定方法により、所定の条件を満足する部材に対して、
現行の法規定による設計値を緩和
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「鉄筋コンクリート構造保有水平耐力計算規準・同解説」 概要
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「鉄筋コンクリート構造保有水平耐力計算規準・同解説」P.43

ｖ



株式会社 構造ソフト

「鉄筋コンクリート構造保有水平耐力計算規準・同解説」 概要
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「鉄筋コンクリート構造保有水平耐力計算規準・同解説」P.43
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閉会のご挨拶
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ご清聴ありがとうございました。


